
はじめに

北海道南西部日本海沿岸では、磯焼けによる餌

不足のため、ウニ類の身入不良やエゾアワビの成

長不良など沿岸漁業にとって深刻な状況が続いて

います。水産試験場では、磯焼けの持続要因であ

る「ウニ類の食圧」対策を中心に研究を進めてき

ました。その結果、ウニ類の除去や、流速による

摂餌活動の抑制により、ホソメコンブ（以下コン

ブ）藻場が回復する事例が得られています。

ところが、最近、ウニ除去区内や流速を高めた

嵩上げ礁でも、冬の水温が高い年にはコンブが生

育しない事例が出てきました。

そんな中、ウニ除去区にコンブ遊走子を付けた

コンクリート板を海底に固定した試験では、冬期

水温が高い年でも安定してコンブが生育すること

が分かってきました。このことは、最近の磯焼け

漁場ではウニの食圧に加えて遊走子不足が生じて

いることを示唆しています。そこで、ウニ除去＋

コンブ遊走子の補強を行うことに注目しました。

遊走子を付けたコンクリート板の海底への固定

作業は潜水作業を伴うため、漁業者自身が行うこ

とは困難です。そこで、漁業者が扱うことができ

る重量の石材にコンブ遊走子を付着させ、海底に

設置することで、ウニ類の餌となるコンブ藻場を

回復する方法を検討しています。この報告では、

現在、取り組んでいる研究の途中経過を紹介しま

す。

試験方法

本研究で用いた石材は網袋に石を入れた「石詰

め礁」と呼ばれるものです。その重量は約３０kg

で、船から漁場に投入することができる重さです。

試験は寿都町矢追地区の沿岸で行いました。

１．流動環境による設置海域の選定

平成２７年８月１７日に、試験対象海域の海底地形

をサイドスキャンソナーで測量し、同時に流向流

速計を水深６mの海底に設置して、９月１６日まで

実際の流れを観測しました。これらの結果を基に、

瀬棚港で観測している有義波高データ（運輸省港

湾局全国港湾海洋波浪情報網：NOWPHAS）を沖

波条件として使い、沿岸の海底付近での流れを計

算し、石材が時化で飛ばない設置場所の選定を行

いました。

２．石詰め礁海藻繁茂試験

平成２７年１１月５日に寿都港でコンブ遊走子を石
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図１ コンテナに石材を入れてコンブ遊走子液に
漬け込む様子（ドブ漬け）
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表１ ドブ漬け処理におけるコンブ遊走子濃度の比較

図３ 水深１．５mに設置した石材上のコンブの生育
状況（２月）

材に付ける作業を行いました。コンブ母藻は事前

に採取し、洗浄後に水分を拭き取り、新聞紙で包

んで乾燥させたものを用いました。これらの母藻

を１００lコンテナに入れた海水に漬けると、３０分ほ

どで海水が茶色に濁り、遊走子が放出されたこと

が確認されました。この遊走子原液（１００l）を３段

階（低濃度・中濃度・高濃度）に希釈して、その

中に石材を入れました（ドブ漬け：図１）。

翌日（１１月６日）に、石材をコンテナから取り

出し、寿都港内の水深１mの海底に移動し、試験

開始まで保管しました。その後、１１月２０日に試験

実施場所の矢追沿岸まで船外機船で石材を輸送し、

海底（水深１．５m、３m、４．５m）に潜水で設置しま

した。設置数は水深１．５mが８個（３濃度×２個、

対照区２個）、水深３mと４．５mが１１個（３濃度×

３個、対照区２個）でした。今回は、初めての取

組だったので、各水深とも石材を連結して海底に

アンカーピンで固定しました。また、対照区は２

個を連結しただけで、ピンによる固定はしません

でした。設置作業後に、ウニ類の食害を防ぐため

に周囲のウニ類を除去しました。

コンブの生育状況について、平成２８年春に潜水

による観察と写真撮影を行いました。

結果

１．流動環境による設置海域の選定

平成２７年夏の調査・観測から事前に試験場所沿

岸の流動環境を評価しました。基質の移動や流失

に影響する冬の時化た時の流速分布を計算で推定

した結果を図２に示しました。入江の外側は赤く

なっており、海底付近の流速が２m／秒を超えてい

ますが、入江の内側は１m／秒以下と流れが緩やか

であることが分かります。この入江の中を試験区

として設定しました。

２．石詰め礁海藻繁茂試験

ドブ漬けでコンブ遊走子を石材に付ける際に、

濃度を３段階に調整しましたが、実際の濃度を調

べた結果を表１に示しました。
図２ 試験実施場所（上）と周辺の底面流速分布

（下：冬の時化時の予測値）
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高水温貧栄養下では配偶体の成熟・生残率が低

いことが想定されたので、通常のコンブ種苗生産

に比べて約１０倍（中濃度）と約６０倍（高濃度）の

試験区を設定しました。

設置したこれらの石材上にどのようにコンブが

生育しているかを、平成２８年２月から潜水で観察

を始めました。２月の状況は、水深１．５mの「高濃

度」と「中濃度」にはコンブの生育が確認されま

したが、同水深の「対照区」や水深３mおよび４．５

mの石材にはコンブは生育していませんでした

（図３）。この時期にコンブの生育が確認できた条

件は、水深が浅く流速が速い場所であることと、

遊走子の濃度が「中濃度」および「高濃度」と高

いことが挙げられます。

２月と６月の観察結果を表２と表３にまとめま

した。２月にはコンブの生育が確認できなかった

水深１．５mの「低濃度」や「対照区」、水深３m

の各濃度区にも６月にはコンブが生育していまし

た。他方、水深４．５mでは全ての濃度区と「対照区」

にはフクロノリなど他の海藻は生育していました

が、コンブは確認できませんでした。また、水深

３mの「対照区」は、波によって近くの溝の中ま

で流されており、コンブは生育していませんでし

た。

今回の野外試験は、冬の水温が高くてコンブの

生育が少ない環境でも、ある程度の流れがある場

所に、ウニ除去を行うと同時に人為的にコンブ遊

走子を付けた石材等を設置することで、コンブ藻

場造成できることを示唆しています。

しかし、石材の流失を防ぐために、今回は石材

同士を連結し、さらに海底にピン固定する工法を

用いましたが、実際に漁業者が行える方法ではあ

りません。石材を連結だけで海底に設置するよう

な簡便な方法を実施する場合には、冬季の時化時

でも石材が流失しない場所を選ぶことが重要にな

ります。その一方で、流速が遅くなるとコンブが

生育しないリスクも発生します。

本研究は平成２８年度まで続くので、今年の秋に

は海底に設置する方法を「�連結＋ピン固定」と

「�連結のみ」の二通りにし、水深別に設置して

石材の波による流失状況とコンブの生育状況を比

較する予定です。

まだ先は長いですが、将来的には漁業者自身が

自分の漁場に、ウニやアワビの餌となる藻場を作

ることができればと考えています。

本研究は北海道水産林務部受託研究「藻場再生

に向けた新たな手法の研究開発業務」として実施

しています。

（干川 裕 中央水試資源増殖部

報文番号 B２４０３）

表２ ドブ漬け遊走子濃度と設置水深の組み合わ
せによる石材へのホソメコンブ生育状況の
比較（２月）

表３ ドブ漬け遊走子濃度と設置水深の組み合わ
せによる石材へのホソメコンブ生育状況の
比較（６月）
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